
対象

申込

会場

講師 河原 理子
東京大学特任教授

ジャーナリスト

北沢タウンホール（世田谷区北沢２-８-１８）

世田谷区在住・在勤・在学の方

定員

令和7年9月1日(月)～9月17日(水)
①電子申請（世田谷区公式HP）
②せたがやコール（8:00~21:00年中無休)

電話 03-5432-3333
ファクシミリ 03-5432-3100

↑電子申請
二次元コード

ファクシミリで申し込む場合
①行事名 ②住所 ③氏名（フリガナ） ④電話番号
⑤勤務先または学校名（区外在住者のみ）
⑥生涯大学の受講生または修了生はその旨を明記

令和7年度
世田谷区生涯大学

第2回公開文化講演会

9 20 かわはら みちこ

※募集締切後、キャンセル等により空きが生
じた場合は、当日に参加受付を行いますので、
直接会場までお越しください。なお、当日受
付の有無に関するお問い合わせにつきまして
は、ご対応しかねますのでご了承ください。

お問合せ
世田谷区市民大学・生涯大学事務局

03-3412-3071
（平日8:30～17:00）

先着150名 (定員に達し次第締め切ります)
電子申請75名・せたがやコール75名



講師紹介 河原理子 講師
東京大学特任教授、ジャーナリスト

1961年、東京生まれ。2020年まで新聞記者をしてい
ました。事件事故に巻き込まれたり、突然の出来事で大
切な人を亡くしたりした人たちのお話を聞くうちに、
「それから」をどう生きるのか、何が支えになるのかに、
関心を持つようになりました。そこで手がかりになった
のが、フランクル。彼の思想を学び続けて、日本ロゴセ
ラピスト協会のA級ロゴセラピストにもなりました。
『フランクル「夜と霧」への旅』という本を書きました。

大切な人や何かを失ったり、思いがけない出来事に遭って
予定と違う人生を歩んだりする可能性が誰にもあります。
「どんな時でも、生きる意味はあなたが見つけるのを待って
いる」と説いたのが、ヴィクトール・フランクルです。『夜
と霧』『それでも人生にイエスと言う』などの著書で知られ
ています。ユダヤ人精神科医で、ナチスドイツの強制収容所
で家族を失いました。にもかかわらず、悲嘆のなかで、信念
を捨てませんでした。苦悩にも意味があると説いた彼の思想
（ロゴセラピー）をたどりながら、隣にいる人は何ができる
のかも考えたいと思います。

かわはらみちこ

講演会概要

北沢タウンホール
世田谷区北沢２-８-１８

アクセス情報
【電車】

小田急線下北沢駅 東口５分
井の頭線下北沢駅中央口５分

【バス】
北沢タウンホール下車すぐ
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